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１．研究目的 

滋賀県の面積の約６分の１を占めるびわ湖は、日本海型気候、瀬戸内海型気候、東海型気候の接合す

る地域に存在しており、周りを比良山地、野坂山地、伊吹山地、鈴鹿山脈に囲まれているため、びわ湖

の気象はそれらの地形の影響を非常に大きく受けている。びわ湖の周辺地域の風系については近年では

ビワコダスの設置等によってその実態が少しずつ明らかになってきている。しかしながら、風は他の気

象要素に比べ複雑かつ捉えにくいものであり、風の分布や時間変動など明らかになっていない部分も多

い。本研究で注目する「びわ湖周辺地域の強風」や「湖上で吹く風と陸上で吹く風の相関関係」につい

ても、その実態がまだまだ明らかにされていない分野の一つである。 

そこで本研究では、滋賀県内の様々な地点の気象データをもとに、びわ湖周辺とその他の地域との比

較や、滋賀県内の地点同士の比較、さらには陸上の風と湖上の風（本学が設置した北小松沖のテレメー

タブイによる観測データ）の比較により、びわ湖およびその周辺に吹く風の特徴についてより深く迫る

ことを目的とする。 

 

２．研究概要 

 本研究では、びわ湖周辺地域に設置された気象

台やアメダス、そして滋賀県内に設置されたビワ

コダス、本学が設置した北小松沖のテレメータブ

イから風のデータを採取し、下記の観点からびわ

湖およびその周辺における風について解析・考察

をした。 

 

１．びわ湖周辺地域で吹く強風の実態について 

・彦根における強風の特徴（レーダチャート＆

彦根・小浜・今津の時間帯比較） 

・彦根・小浜・四日市・大阪における風の比較 

・地峡帯（伊吹山地‐鈴鹿山脈間）に吹く強い

南東風 

・湖西地域の強風（主に比良おろしについて） 

 

２．びわ湖上における風の特徴について 

・陸上の風（びわ湖周辺地域の風）とびわ湖上

の風（テレメータブイの風）の比較検討  

 

気象台・アメダス ビワコダス 



３．解析結果・考察 

 彦根では、北西よりの強風が発達することが多いが、時に南東風も卓越するという結果が得られた。

さらに彦根と他地点とを比較してみると、小浜との関連性が強く、彦根と小浜に共通して北西よりの強

風が吹くことが多いが、彦根のみ強風が吹くというケースも多く見られ、特に夏にかけてその割合が増

える傾向にあることがわかった。 

 

地峡帯に吹く強い南東風は、春先（特

に 4月，5月）に最もよく吹き、昼間の

時間に卓越することが多いことがわか

った。また今津を通り小浜に抜けるパタ

ーンと、虎姫方向に進み敦賀に抜けるパ

ターンとがあるとされているが、本研究

では今津では風が弱まり小浜で強まる

という傾向がよく見られることや、敦賀

方面のほうが今津，小浜方面に比べ風が

抜けやすい傾向があるという結果が得

られた。 

湖西地域で吹く比良おろしは、春先や秋

（特に 9月）によくみられ、夕方に出現し

やすく、昼前には吹きにくい傾向がみられ

た。また湖西地域に比良おろしが吹くとき

（北小松で強風が吹くとき）、北小松以北

（北舟木や彦根）では同じように強風が吹

いていることが多いが、北小松より南の湖

西地域では北西よりの強風が見られない

ことが多いこともわかった。 

  

風向を考慮せず風速のみの比較を行

った結果、湖上の風速は陸上の風速の約

２倍であった。湖上で風速が強い理由と

して考えられるのは、水面上では地上に

比べ地面摩擦の影響が小さいことと、粗

度が弱いため乱流が弱いことが挙げら

れる。風向別にみると、最も倍率が高い

のは北北東の風であったがこれはテレ

メータブイが台風の強風域に入ってい

たことによる。倍率が 1～1.5 の値をと

っているのは西北西から北西の風で、こ

れは①比良おろしが北小松を通過し、勢力を維持しながらテレメータブイまで吹き降りてきた②湖上で

南部からの南西風と収束したため風速が弱まったということが考えられる。 

風向別にみた陸上に対する湖上の風速の比較 

(2002 年 11 月～2003 年 10 月) 

 


